
平成２１年度当初予算〔主要施策の説明〕              新規事業０１ 

小学校に地デジ対応型テレビ・ＬＡＮ回線導入 

 

予算額 ８１，２９６千円 

 

２０１１年から始まる地上デジタル波放送に対応するため、小学校の教室に設置して

いるテレビ（視聴覚機器）を更新します。合わせて校内ＬＡＮ（インターネット回線等

の通信設備）を各教室に敷設し、児童の快適なＩＴ環境を整備します。 

 

◆地上デジタル放送への対応 

小学校の各教室に設置しているテレビは昭和５０年代に導入したものが大半を占め、老

朽化が課題となっていました。２０１１年から始まる地上デジタル放送に合わせて、教

室に設置されているテレビをデジタル液晶テレビに更新し、校内ＬＡＮを利用した配信

システムを導入します。 

導 入 校  市内の小学校（２１校） 

※平成６年度以後のテレビ導入校（７校）はＬＡＮ工事のみ 

更 新 数  約５３０台 

規  格  テレビモニター／３２型液晶テレビ 

導入計画  平成２１年度から２年計画で整備 

 

◆校内ＬＡＮを整備 

放送室にある配信装置から各教室まで校内ＬＡＮを敷設し、各教室のテレビにデジタル

画像等を配信するシステムを総合的に整備します。また、校内ＬＡＮの敷設により、教

室でパソコンを介してインターネットを利用した授業が可能となります。 

導 入 校  市内すべての小学校（２８校） 

導入計画  平成２１年度から２年計画で整備 

 

≪スケジュール≫ 

平成２１年７～８月  夏休み期間を利用して設置工事 

 

 

【問い合わせ先】 

教育総務部 教育総務課 教育総務担当 小川 

電話 ０４６３－３５―８１１３ 



平成２１年度当初予算〔主要施策の説明〕              新規事業０２ 

太洋中学校体育館整備改築事業 

 

予算額 ８２，０８７千円 

 

老朽化や耐震強度の危険性などが課題となっていた太洋中学校の体育館を解体し、同

じ場所に新体育館を建設します。生徒の安全を確保するとともに、快適な体育環境を整

備します。 

（平成２１・２２年度の継続事業：継続費６８４，０８７千円） 

 

〔太洋中学校〕 

平塚市高浜台７－１／石井悦夫校長／生徒数３３８人（平成２１年１月現在） 

 

◆現在の体育館 

竣  工  昭和４１年２月 

総床面積  ９９２平方メートル 

施設構造  鉄筋コンクリート造１階建 

 

≪新体育館の概要≫ 

現在の体育館を解体して、同じ敷地に２階建ての体育館を建設します。 

総床面積  約２，２００平方メートル 

施設構造  鉄筋コンクリート造２階建 

施設概要  １階：アリーナ、ステージ等 

２階：柔道場、剣道場、多目的室等 

 

≪スケジュール・予定≫ 

平成２１年９月～平成２２年１月  既存体育館の解体工事 

平成２１年９月～平成２３年２月  体育館の改築工事 

 

 

【問い合わせ先】 

教育総務部 教育施設課 課長 髙山 

電話 ０４６３－３５－８１１５（直通） 



平成２１年度当初予算〔主要施策の説明〕              新規事業０３ 

木谷實生誕１００周年記念事業（囲碁文化振興事業） 

 

予算額 ４,０００千円 

 

平成２１年は、囲碁界に名を刻んだ故木谷實九段の生誕１００周年にあたる年です。 

平塚は木谷九段が道場を構え、現代囲碁界で活躍する数多くの有名棋士が育ったまち。 

生誕１００周年を機に、「木谷道場があったまちひらつか」「囲碁のまちひらつか」を

あらためて全国に紹介するため、ＰＲ塔を設置するほか、木谷九段生誕１００周年にち

なんだ記念事業を繰り広げ、平塚市の貴重な文化資源である囲碁の普及・振興を図りま

す。 

 

≪木谷實生誕１００周年記念事業の概要≫ 

 

◆「囲碁のまちひらつか」を発信するＰＲ塔を設置 

「木谷道場があったまちひらつか」「囲碁のまちひらつか」を市民や観光客にアピール

していくため、ＰＲ塔を設置します。 

※デザイン、設置場所、設置時期等詳細については、現在調整中 

 

◆生誕１００周年記念事業を展開 

平塚市文化財団が実施する囲碁文化振興事業に、年間を通して

「生誕１００周年」の冠を掲げて盛り上げを図ります。 

具体的内容は、木谷門下会等関係各方面と調整中。 

 

企画事業内容（予定） 

・各種囲碁大会で生誕１００周年記念賞を創設 

・故木谷實九段、木谷道場をテーマにした座談会の開催 

・「木谷實・星のプラザ」での特別展示 など 

 

 

【問い合わせ先】 

市民部 文化・交流課 文化振興担当 阿部 

電話 ０４６３－３２―２２３５ 



平成２１年度当初予算〔主要施策の説明〕              新規事業０４ 

行政提案型協働事業 

 

予算額 ４７１千円 

 

平成２０年秋に事業を選定した「行政提案型協働事業」が本格的にスタートします。

平塚市自治基本条例の基本原則「協働のまちづくり」をすすめるためのモデル事業に位

置付け、市民の視点に立ったきめ細かい取り組みを展開することにより、効果的なサー

ビスと質の向上を目指します。 

 

【行政提案型協働事業】 

行政が提案した課題に対して、ＮＰＯや市民活動団体が提出した課題解決に向けた企画

案に基づいて協働して実施していく事業。従来型の業務委託とは異なり、行政と団体と

の対話の場を設けて、目的の共通認識や役割と責任の明確化を図り、計画段階から連

携・協力して進めていきます。 

 

≪行政提案型協働事業の概要≫ 

◆花と緑のふれあい拠点（仮称）花のある景観づくり事業（１３４，５００円） 

パートナー：明日の金田を創る会／行政側：農水産課 

県立花と緑のふれあいセンター（平成２２年３月オープン予定）周辺の道路沿いなどで、

花と緑の景観づくりを推進。ふれあい拠点への来訪者に花を楽しんでもらうとともに、

市民活動への参加を通して、地域住民から愛され、親しまれる拠点づくり進めます。 

 

◆防災講演会の開催（１２６，０００円） 

パートナー：ひらつか防災まちづくりの会／行政側：防災危機管理課 

「支え合う地域づくり」をテーマとした地域参加型防災フォーラムや懇談会を開催。地

震などの自然災害が発生した際、いかに住民相互の助け合い・支え合いが大切か…とい

った内容について、市民の視点で考えて防災に強いまちづくりを目指します。 

 

◆市民活動普及啓発事業（１１０，０００円） 

パートナー：特定非営利活動法人みんなでつくる平塚／行政側：協働推進課 

対談形式による各種市民団体の紹介「市民活動は面白い～私が市民活動をしている訳

～」の開催と対談内容の小冊子作成。事業を通して市民活動の面白さ伝えることで市民

活動やボランティア活動への参加者増を図り、よりよいまちづくりを目指します。 

 

◆男女共同参画推進紙芝居製作及び啓発事業（１００，０００円） 

パートナー：平塚てづくり紙芝居の会／行政側：人権・男女共同参画課 

「男女共同参画社会とは」をテーマに、子どもを対象としたてづくり紙芝居の製作と上

演。幼児と団体の双方が楽しいと思える内容や幼児の立場にたった作品を、気軽に楽し

みながら製作・上演することで、男女共同参画の理解促進を図ります。 

 

 

【問い合わせ先】 

市民部 協働推進課 市民協働担当 池澤 

電話 ０４６３－２１―７５３４ 



平成２１年度当初予算〔主要施策の説明〕              新規事業０５ 

障がい者グループホーム・ケアホーム入居者の家賃補助 

 

予算額 ２１，６００千円 

 

グループホーム・ケアホームで生活する障がい者の家賃を補助します。グループホーム

等の入居者にとって、家賃の負担は経済的に大きく、地域生活への移行や自立への障壁に

もなっています。家賃補助により経済的負担の軽減を図り、障がい者の自立支援と地域生

活の安定化を支援します。 

 

≪家賃補助の概要≫ 

補 助 額  家賃月額の２分の１の額（上限１５，０００円／月） 

 

対 象 者  グループホーム・ケアホームの入居者９７人（平成２１年１月現在） 

平成２１年度末には１１０人程度の補助対象者数を見込んでいます。 

 

事業開始  平成２１年４月分の家賃から補助 

 

※施設や精神科医療機関に長期入所・入院していた方がグループホーム等で生活を始めた

場合は、最初の１年間に限り補助上限額を３０，０００円とします。 

 

【グループホーム／ケアホーム】 

グループホーム（共同生活援助） 

知的障がい者や精神障がい者が日常生活上の援助を受けながら、地域で共同生活を営

むためのサービス 

 

ケアホーム（共同生活介護） 

知的障がい者や精神障がい者が入浴、排せつ及び食事等の介護や調理、洗濯及び掃除

等の日常生活上の支援を受けながら、共同生活を営むためのサービス 

 

平塚市が支援する障がい者が利用するグループホーム等（平成２１年１月現在） 

グループホーム  １２施設／入居者数３２人 

ケアホーム    ２３施設／入居者数６５人 

 

 

【問い合わせ先】 

福祉部 障がい福祉課 地域生活支援担当 間宮 

電話 ０４６３－２１－８７７４ 



平成２１年度当初予算〔主要施策の説明〕              新規事業０６ 

私設保育施設における統合保育実践モデル事業 

 

予算額 ３,０４４千円 

 

小規模運営が特徴の私設保育施設で、発達支援の必要な子どもとその保護者に対し、個

別対応を充実させた統合保育の実践モデル事業を実施します。 

市内で私設保育施設を運営するＮＰＯ法人（特定非営利活動法人）ワーカーズ・コレク

ティブきしゃポッポが県の県民政策提案制度に提案し、条件付で採択された事業を予算化

しました。 

対象者の養育ニーズを受け止めながらさまざまな支援策を展開し、施設利用者の福祉増

進を図ります。 

 

≪統合保育実践モデル事業の概要≫ 

実施主体 神奈川県、平塚市、 

特定非営利活動法人ワーカーズ・コレクティブきしゃポッポ（宮本久美子代表） 

 

実施施設 私設保育施設「保育室きしゃポッポ」（平塚市錦町９―１） 

 

対 象 者 実施施設を利用する発達に支援の必要な子どもとその保護者 

 

主な事業内容 

・個別対応の充実に向け、施設の保育士を１人増員して支援体制を強化します。 

（県私設保育施設指導監督基準を上回る数を配置）。 

・対象児の保護者に対し、発達支援に関するさまざまな研修の受講を推進します。 

・親子交流や外出、各種療法体験、相談機能等の各種事業の充実を図ります。 

・統合保育に関する調査研究を進めるとともに、モデル事業を検証し、平成２２年度以降

の事業の方向性について検討します。 

 

事業計画 

平成２１年４月 モデル事業実施 

７月 平成２２年度以降の本格実施に向けた中間検証（１回目） 

１２月 平成２２年度以降の本格実施に向けた中間検証（２回目） 

平成２２年３月 平成２２年度以降の本格実施に向けた検証（まとめ） 

４月 事業本格実施（予定） 

 

 

【問い合わせ先】 

健康・こども部 こども家庭課 子育て応援担当 笹井 

電話 ０４６３－２３―９６１２ 



平成２１年度当初予算〔主要施策の説明〕               新規事業０７ 

花と緑のふれあい拠点整備事業 

 

予算額１０９,７９８千円 

 

行政や農協、農地所有者等が一体となり、旧農業総合研究所跡地（平塚市寺田縄）を中

心に整備を進めている「花と緑のふれあい拠点」事業。四季折々の草花と触れ合い、農業

の学習・体験も可能な施設として県が建設する「花菜（かな）ガーデン」（神奈川県立花

と緑のふれあいセンター／平成２２年３月オープン）の周辺に、大型市民農園や大型直売

施設、収穫体験農園施設を整備します。 

 

【大型市民農園】 

レジャー菜園など市民農園の拠点とするほか、子どもたちや障がい者の農業体験施設。都

市住民と地域農業者の交流や農業への理解を促進するとともに、農地の有効利用を進めま

す。 

◆管理休憩施設の整備（整備主体：平塚市／５７，６９８千円） 

施設概要 約１０９平方メートル／木造平屋建て 

開発面積 約８８０平方メートル 

整備計画 着工：平成２１年５月／オープン：平成２２年４月 

◆公的農園（福祉農園等）の整備（整備主体：平塚市／９，４６２千円） 

施設概要 約１,５００平方メートル／区画規模及び区画数は、関係団体等と調整中 

整備計画 着工：平成２１年１０月／オープン：平成２２年４月 

◆区画貸し農園の整備（整備主体：農地所有者／農地所有者への支援：２００千円） 

施設概要 約７,５００平方メートル／区画規模及び区画数は、農地所有者と調整中 

整備計画 着工：平成２１年１０月／オープン：平成２２年４月 

 

【大型直売施設】（農産物直売施設、畜産振興施設） 

地産地消の推進による地域農業の振興を図るとともに、消費者への安全・安心な農産物を

供給し、消費者の農業への理解促進を図ります。 

◆農産物直売施設・畜産振興施設の建設費等補助 

（整備主体：湘南農業協同組合／３３，０００千円） 

施設概要 約５８０平方メートル／木造平屋建て 

開発面積 約２,７００平方メートル 

整備計画 着工：平成２１年６月／オープン：平成２２年３月（予定） 

 

【収穫体験農園施設】 

都市近郊立地の特性を活かして消費者の多様な農業ニーズに応えるため、農産物収穫体験

をテーマにした体験型農園を整備し、地域農業の振興を図ります。 

◆イチゴ狩り農園のハウス整備費補助 

（整備主体：ひらつか金田いちご狩り組合の組合員（設立予定：６名）／６，８００千円） 

整備計画 着工：平成２１年５月／グランドオープン：平成２２年３月 

※イチゴの収穫時期（１月）に合わせ、プレオープンとして試験的に開園します。 

 

【問い合わせ先】 

経済部 農水産課 花と緑のふれあい拠点整備担当 樹本 

電話 ０４６３－３５－８１０６ 



平成２１年度当初予算〔主要施策の説明〕              新規事業０８ 

地震等防災対策事業（防災気象情報システムの導入） 

 

予算額 ２０，０００千円 

 

ここ数年、局地的かつ短時間に多量の雨が降る、いわゆる「ゲリラ豪雨」による被害

が全国各地に相次いでいます。 

平塚市でも平成１９年７月２９日に１時間の最大雨量が６０ミリを超す豪雨に見舞

われ、市内数地区が被害を受けました。気象庁によると、このような被害をおよぼす大

雨は年々増加傾向にあるとされており、局地的な豪雨などによる被害を最小限に抑える

ためにも、平塚市に特化した気象情報をいち早く入手して対策を講じる必要があります。 

 

≪防災気象情報システムの概要≫ 

気象情報会社との契約により、平塚市に特化した気象データを解析し、２４時間体制

で気象コンサルティングサービスを受けるとともに、風水害などの防災対策強化に向け

た新たな防災気象情報システムを導入します。 

 

◆市民等への情報提供 

平塚市ホームページにおける気象情報等の提供をはじめ、インターネットや携帯電話

を活用し、いち早く市民等へ情報提供をします。 

◇情報提供内容（予定） 

雨量、気象レーダー、衛生画像、台風情報、天気図などの現況（予測）情報 

◇メール配信内容（予定） 

気象警報などの発表状況、平塚市の防災（警戒）体制など 

 

◆職員初動体制（警戒体制）の強化 

平塚市に特化した気象情報を２４時間体制で気象情報会社から入手し、行政各部の初

動対応に活用します。また、市民等から入手する気象情報や被害情報等で、局所的か

つ短時間に発生する大雨への対応の迅速化を図ります。 

気象庁をはじめとする各機関が保有する情報を一元化するとともに、被害情報等も含

め行政各部における情報共有体制を強化します。 

 

≪導入スケジュール≫ 

３月 防災気象情報に関するコンサルタント業者を選定（予算案可決後） 

４月 システム導入準備 

５月 システム運用開始 

 

【問い合わせ先】 

防災危機管理部 防災危機管理課 危機管理担当 渡邉 

電話 ２３―１１１１ 内線２３５７（ダイヤルイン２１－９７３４） 



平成２１年度当初予算〔主要施策の説明〕              新規事業０９ 

城所架道橋の耐震工事（橋りょう震災対策事業） 

 

予算額 ５０，０００千円 

 

橋脚の崩壊による幹線道路の寸断を防ぐため、城所架道橋の耐震工事を実施します。

城所架道橋は、震災時における緊急輸送路に位置付けられている「小田原厚木道路」を

またぐ鉄筋コンクリート製の橋です。橋脚補強工事を施して跨道橋落下による二次災害

を防止し、大地震等に備えた防災対策を強化します。 

平成７年の兵庫県南部地震で、道路橋示方書（昭和５５年）よりも古い基準を適用し

た橋において、鉄筋コンクリート橋脚の破壊、倒壊による落橋、鋼製橋脚の座屈に起因

する溶接部の破断による落橋が相次いで発生し、橋梁の耐震化が全国の自治体で課題に

なっていました。 

 

城所架道橋 

所在地  平塚市城所４８１番地先（市道城所線） 

竣 工  昭和５３年３月 

構 造  下部工（鉄筋コンクリート製） 橋台２基／橋脚６脚 

     上部工（鉄筋コンクリート製） 中空床版桁／Ｔ桁 

規 模  全長 １２．９５メートル／幅 ９．０メートル／片側１車線 

 

【城所架道橋耐震工事】 

地震の揺れに対して、橋脚が粘り強い構造になるよう６脚の橋脚を補強し、耐震性能を

確保します。 

工法  鋼板巻立て工法による橋脚補強工事 

・鉄筋コンクリート製の橋脚部分に鋼板で巻立て 

・橋脚と鋼板の隙間を充填材で密着 

・橋脚のじん性、曲げ耐力、せん断力が向上 

工期  平成２１年度  橋脚耐震補強 ４脚 

平成２２年度    〃    ２脚 

 

※一般的に耐震補強対策は、橋けたを落下させない「落橋防止システムの設置」と橋脚

の崩壊を防止する「橋脚補強」とがあります。城所架道橋では、平成９年度に「落橋

防止システム」の設置が完了しています。 

 

 

【問い合わせ先】 

土木部 道路整備課 山口 

電話 ０４６３－２３―１１１１ 内線２４６７ 
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リサイクルプラザ工場部門の包括的民間委託事業 

 

予算額 ２６５，６００千円 

 

リサイクルプラザ（ごみ処理施設）の維持管理費・運転業務経費の節減や事務処理の

効率化を目的に、包括的民間委託事業を開始します。これまで、それぞれの業務ごとに

委託している運転・物品調達・保守点検・修繕などの業務を一元化し、１５年間の長期

にわたり包括的に委託します。 

 

経費節減効果 １年間＝約７４００万円／１５年間＝約１１億０９０５万円 

 

１５年間単年度委託を継続した場合の総事業費予測額 ４５億０８００万円 

包括的民間委託した場合の予測事業費算定額     ３９億８４００万円 

事業者提案価格                  ３３億９８９５万円 

 

≪内容≫ 

容器包装リサイクル法等に基づいた処理を効率的に行うため、平塚市リサイクルプラ

ザ工場棟の運転、ユーティリティの確保、日常点検、定期点検、部品等の調達、補修工

事を委託します。市は、受託者が運営業務を行う期間にわたって施設を所有し、受託者

は特別目的会社を設立して施設を運営するものです。 

 

＝委託業務＝ 

リサイクル対象物の受入れと資源化／施設の運転維持管理 

処理不適物の保管／リサイクル品などの品質分析・引渡し 

計量機の法定検査／データの保管及び報告書の作成等 

再資源化施設の駐車場、付帯設備の維持管理（管理棟駐車場を除く） 

啓発施設を含む構内全体の清掃、警備／計量、受付（誘導員を含む） 

見学者及び行政視察への対応協力 

 

※リサイクルプラザでの取り扱い品 

スチール缶、アルミ缶、びん類（平塚市資源回収協同組合が収集） 

ペットボトル、プラクル（平塚市が収集） 

 

≪委託期間≫ 

平成２１年４月１日～平成３６年３月３１日 

 

 

【問い合わせ先】 

環境部 資源循環課 リサイクルプラザ担当 吉野 

電話 ０４６３－５１－５３０１ 

 

 

 


